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○研　究　内　容

【礼に始まり、礼に終わる】
剣道の授業の始まりは、精神を整え、座礼で始める

【正座に耐える】
所作を体験することで、伝統の考え方を理解できる

【一年生による　基本の動きの一斉指導】
竹刀を持ち、基本動作の練習に取り組む

【二年生による 防具の着け方指導】
面、胴など防具を着け、打ち込みの練習を行う

【三年生による　防具を着けての打ち込み稽古】
防具を着け、打ち込み稽古に取り組むことで、相手を意識したり、基本動作の再確認をしたりする

　３年間の継続指導を実施して８年が経過する。担当する教員としても、年を重ねるごとに
剣道の心構えや知識、技能などを身に付けることにつながっている。また、生徒と共に教員
自身が学ぶことで生徒理解を進めることができた。
　日本の伝統武道としての剣道の心構えや楽しさや奥の深さを生徒達が体得し、技ができる
喜びを感じたり、相手を尊重する大切さを感じたりする姿が見られる。授業協力者の先生に
３年間継続指導して指導していただくことで、武道としての剣道ができるだけでなく、生き
方を学ぶことにつながることも学校生活を送る生徒に有効であると考える。

【剣道を継続して実施することで伝統的な考え方を理解】

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

　

橋
本
市
は
和
歌
山
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
北
は
大
阪
府
河
内
長
野
市
と
東
は
奈
良
県
五
條

市
と
接
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
高
野
街
道
と
伊
勢
街
道
の
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え

た
。
平
成
18
年
３
月
、隣
接
す
る
橋
本
市
と
高
野
口
町
が
合
併
し
て
新
し
い
橋
本
市
が
誕
生
し
た
。

温
和
で
の
ど
か
な
地
方
都
市
で
、
柿
や
鶏
卵
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
、
高

い
技
術
力
を
誇
る
竹
製
の
へ
ら
竿
や
パ
イ
ル
織
物
が
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、「
前
畑
が
ん
ば
れ
！
」
の
実
況
放
送
で
有
名
な
日
本
女
性
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
・
兵
ひ
ょ
う

藤ど
う

（
前ま
え

畑は
た

）
秀ひ
で

子こ

や
潜
水
泳
法
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
古ふ
る

川か
わ

勝ま
さ
る、

数
学
者
の
岡お
か

潔き
よ
しは
橋
本
市
ゆ
か
り
の
人
々
で
あ
る
。
現
在
「
が
ん
ば
れ
！
の
ま
ち
橋
本
市
」
と
し
て
「
前
畑

秀
子
朝
ド
ラ
誘
致
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

和
歌
山
県
橋
本
市
に
お
け
る

中
学
校
武
道
合
気
道
の
取
組

橋
本
市
教
育
委
員
会

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に追加登録されるよう、

勧告が出された市内の高
こう

野
や

参
さん

詣
けい

道
みち

黒
くろ

河
こ

道
みち
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初
め
て
経
験
す
る
運
動
種
目
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
各
学
年
と
も
そ
の

種
目
の
習
熟
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
適
切
な
授
業
時
数
を
配
当
し
、

効
果
的
、
継
続
的
な
学
習
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

に
留
意
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
指
導
計
画
は
下
図
の
と
お

り
で
、
第
１
学
年
は
７
時
間
、
第
２
学

年
は
６
時
間
扱
い
で
行
っ
て
い
る
。

　平成 27年度　橋本市立橋本中学校　保健体育　年間指導計画

合気道授業の様子

月

学期

５月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

期学２期学１
月３月２月１月21月11月01月９月７月６月４

学 性 週

月

学期

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

1

2

3

1

2

球技　⑫
（バスケットボール）

１
年

集団行動②
体つくり⑥

スポー
ツテス
ト③

球技
（Ｔボール）⑧

（バレーボール）⑩
水泳⑧

フォークダンス
⑦

スポーツの多様性③ 保健⑫　（心身の発達と心の健康）

陸上競技

（ハードル走⑦

・リレー⑤）

武道（合
気道）⑦

器械運動⑫
（マット運動）

陸上競技⑥
（長距離走）

２
年

集団行動②
体つくり③

スポーツ
テスト③

バレーボール⑫ Ｔボール④
サッカー

⑩武道⑥

保健⑩（健康と環境） 体育理論③ 保健⑧（障害の防止）

器械運動　⑦
（跳び箱運動）

水泳⑥ 短距離リレー⑤
フォークダンス⑥

陸上競技　⑦
（走り幅跳び）

陸上競技⑥
（長距離走）

共
習

共
習

バスケット
ボール⑩

学

3

1

2

3

バレーボー
ル⑩

水泳⑥ 短距離リレー⑤
フォークダンス⑤共

習

テニ
ス⑤

球技⑩　バス
ケットボール

陸上競技⑩
（走り幅･走り高）

陸上競技⑥
（長距離走）

球技　⑫
サッカー

保健⑱　（健康な生活と病気の予防） 文化としての
スポーツの意義③

３
年

集団行動②
体つくり③

スポーツ
テスト③

ソフトボー
ル⑩

　武道（合気道）の単元計画の構造図

練習の成果を公表するものとして演武があり、演武の運営方法があることを理
解できるようにする。

課題を見出し、その課題
の解決方法を工夫する

活動の仕方、組み合わせ方、安全上の留意点などの学習内容を、学習場面に
適用したり、応用したりできるようにする。

内容の取り扱い
カ　「F　武道」の（１）の運動については、アからウまでの中から一を選択して履修できるようにすること。なお、地域や学校の実態に応じて、なぎなたなどのその他の武
道についても履修させることができること。また、武道場などの確保が難しい場合は指導方法の工夫して行うとともに、学習段階や個人差を踏まえ、段階的な指導を行
うなど安全の確保に十分留意すること。

３
知
識

思
考
・
判
断

（３）武道の特性や
成り立ち、伝統的な
考え方、技の名称
や行い方、関連し
て高まる体力など
を理解し、課題に
応じた運動の取り
組み方を工夫でき
るようにする。

武道の特性や成り立ちや
伝統的な考え方に関する
知識

武道には単に勝敗を目指すだけでなく、技能の習得を通して礼法を身につける
など、人間として望ましい自己形成を重視するという考え方があることを理解で
きるようにする。

・合気道の特性や成り立ちについて
具体例を挙げてみよう。
・技の名称や行い方について学習し
た具体例を挙げてみよう。
・技を身につけるための運動の行い
方を見つけてみよう。
・学習した安全上の留意点を練習場
面でおこなおう。

技の名称や行い方に関
する知識

武道で用いられる技には名称があり、それぞれの技を身につけるための技術
的ポイントがあることを理解できるようにする。

どの体力要素がどのよう
に高まるのかという知識

武道を継続することで、合気道では敏捷性、柔軟性、巧緻性などがそれぞれの
技に関連して高められることを理解できるようにする。

演舞の行い方に関する
知識

　技ができる楽しさ
や喜びを味わい、
基本動作や基本と
なる技ができるよう
にする。また、武道
の学習に積極的に
取り組み、伝統的
な行動の仕方を守
ることなどに意欲を
もち、健康や安全
に気を配るととも
に、礼に代表され
る伝統的な考え方
などを理解し、課
題に応じた運動の
取り組みを工夫で
きるようにする。

（２）武道に積極的
に取り組むととも
に、相手を尊重し
伝統的な行動の仕
方を守ろうとするこ
と、分担した役割を
果たそうとすること
などや、禁じ技を用
いないなど、健康・
安全に気を配るこ
とができるようにす
る。

相手を尊重し、伝統的な
行動の仕方を守ろうとす
る態度

相手を尊重し合うための独自の作法、所作を守るために、自分で自分を律する
克己の心を表すものとして礼儀を守るという考え方を理解し、取り組めるように
する。単に形の指導だけで終わるのではなく、相手を尊重する気持を込めて行
うことが大切である。

・相手を尊重し伝統的な行動を守ろう。

・分担した役割を果たそう。

分担した役割を果たそう
とする態度

稽古を行う際の準備や後片付け、演武の号令係などの分担した役割に積極的
に取り組めるようにする。分担した役割を果たすことは、稽古を円滑に進めるこ
とにつながるだけでなく、責任感を育てることにもなることを理解し、取り組める
ようにする。

仲間の学習を援助する態
度

仲間の練習相手を引き受けたり、技の行い方などの学習課題の解決に向け仲
間に助言しようとする態度がとれるようにする。自己の能力を高めたり、仲間と
の連帯感を高めて気持ちよく活動することにつながることを理解し、取り組める
ようにする。

健康・安全に気を配る態
度

体調の変化などに気を配ること、危険な動作をしないこと、練習場所の整備な
ど、自己や仲間の安全に留意する態度がとれるようにする。体調に異常を感じ
たら運動を中止すること、畳などの設置の仕方や起きやすいケガの事例を理
解する。

２
態
度

）道気合（道武年学２・１第校学中名元単
例体具容内習学容内の領要導指習学要概の容内導指

１
技
能

（１）技ができる楽し
さや喜びを味わ
い、基本動作や基
本となる技ができる
ようにする。

基本動作 構え、受身、歩み足、送り足、転回足、転換足、膝行
・基本動作をできるようにしよう。
・後ろ受身をできるようにしよう。
・基本となる技をできるようにしよう。

基本となる
技（対人的
技能）

第１学年　後ろ受身練習法、逆半身片手取り角落し、相半身片手取り小手返し、呼吸法（座
法）
第２学年　逆半身片手取り四方投げ（裏）、相半身片手取り第一教（表）、相半身片手取り入
り身投げ（転回足）

2

合
気
道
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

　

橋
本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
は

じ
ま
る
中
学
校
で
の
武
道
必
修
化
に
伴

い
、
そ
の
移
行
措
置
と
し
て
、
平
成
22

年
度
か
ら
武
道
の
授
業
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。
当
時
７
校
（
現
在
統
廃
合

に
よ
り
５
校
）
あ
っ
た
中
学
校
で
、
生

徒
の
生
活
の
様
子
、
地
域
性
、
ま
た
学

校
が
有
す
る
人
材
・
施
設
・
設
備
、
そ

し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
取
り
組
め
る
武

道
を
各
校
で
協
議
し
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。
剣
道
・
柔
道
を
選
択
す
る
学
校

が
多
い
中
で
、
橋
本
中
学
校
で
は
合
気

道
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

合
気
道
選
択
の
理
由
は
、
合
気
道
の

開
祖
が
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
出
身

の
植
芝
盛
平
翁
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

合
気
道
は
「
和
合
の
た
め
の
武
道
」
と

よ
ば
れ
、
攻
撃
性
を
伴
わ
な
い
武
道
で

あ
る
こ
と
、
ど
の
武
道
も
そ
う
で
あ
る

が
、
礼
儀
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、

熱
心
に
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
外
部
指

導
者
が
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
れ
て
い
る
３
つ
の
武
道
（
柔
道
、
剣

道
、
相
撲
）
で
な
か
っ
た
た
め
、
次
の

３
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
協
議
が
な
さ

れ
た
。

1

は
じ
め
に

　

橋
本
中
学
校
が
合
気
道
を
選
択
す
る

に
あ
た
っ
て
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会

と
も
協
議
を
行
い
な
が
ら
導
入
を
進
め

た
。
合
気
道
は
、
学
習
指
導
要
領
で
示

①
合
気
道
が
地
域
に
根
差
し
た
武
道
で

あ
り
、
今
後
も
合
気
道
を
継
続
し
て

実
施
で
き
る
こ
と

②
指
導
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
き

ち
ん
と
し
て
い
る
こ
と

③
指
導
者
及
び
指
導
の
た
め
の
環
境
が

整
っ
て
い
る
こ
と

　

①
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
支
部
が
あ

り
、
経
験
者
も
多
く
存
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
に
根
差
し
て
お
り
、
継

続
可
能
な
武
道
で
あ
る
と
言
え
る
。
②

に
つ
い
て
は
、
外
部
指
導
者
と
綿
密
に

協
議
し
な
が
ら
学
校
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
③
に
つ
い

て
は
本
校
の
指
導
方
針
を
よ
く
理
解
し

て
く
れ
て
い
る
外
部
指
導
者
が
い
る
こ

と
、
柔
道
の
よ
う
に
畳
を
新
た
に
購
入

す
る
必
要
も
な
く
、
通
常
の
体
育
授
業

で
使
用
し
て
い
る
マ
ッ
ト
を
敷
き
つ
め

て
授
業
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、
環
境
整

備
を
安
易
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
諸
条
件
も
整
っ
て

お
り
、
合
気
道
の
極
意
や
礼
儀
等
の

心
・
技
・
体
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

技
の
稽
古
を
と
お
し
て
護
身
術
も
学
べ

る
利
点
も
あ
り
、合
気
道
を
選
択
し
た
。

3

合
気
道
授
業
の
取
組・

体
育
館
で
実
施
し
、
安
全
上
の
配
慮

を
十
分
に
行
い
、
基
本
動
作
や
基
本

と
な
る
技
の
習
得
を
中
心
と
し
て
指

導
を
行
う
な
ど
指
導
方
法
を
工
夫
す

る
こ
と
。

・
武
道
は
相
手
と
直
接
的
に
攻
防
す
る

と
い
う
運
動
の
特
性
や
、
中
学
校
で

　

橋
本
中
学
校
で
合
気
道
の
授
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、

・
基
本
動
作
や
基
本
と
な
る
技
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
形
を
取
り

入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、
効
果

的
、
継
続
的
な
学
習
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
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合
気
道
は
攻
撃
で
な
く
防
御
を
中
心

に
し
て
、
礼
儀
等
の
精
神
面
が
強
調
さ

れ
る
武
道
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
本
校
の
武
道
の
授
業
に
合
気
道
を

取
り
入
れ
て
い
る
。

　

授
業
で
は
、
礼
儀
に
つ
い
て
丁
寧
に

教
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
演
武
を
と
お
し

て
生
徒
に
興
味
関
心
を
持
た
せ
、
生
徒

に
初
歩
的
な
技
術
を
丁
寧
に

教
え
て
い
る
。
生
徒
も
合
気

の
心
と
技
に
引
き
付
け
ら

れ
、
熱
心
に
授
業
を
受
け
て

い
た
。

　

授
業
終
了
後
の
指
導
者
・

生
徒
の
顔
が
充
実
感
で
輝
い

て
い
る
。

　

合
気
道
は
平
成
28
年
で
７

年
目
を
む
か
え
、
生
徒
も
心

待
ち
に
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。
特
に
演
武
で
は

迫
力
あ
る
技
を
目ま

の
当あ

た
り

に
し
、
生
徒
も
さ
ら
に
興

味
関
心
を
持
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

１
年
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

4

成
果
と
課
題

果
か
ら
授
業
前
と
授
業
後
で
は
明
ら
か

に
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。

・
授
業
前
「
合
気
道
に
関
心
が
あ
る
」

15
・
２
％

・
授
業
後
「
合
気
道
に
関
心
が
持
て

た
」
84
・
８
％

　

各
練
習
に
お
い
て
は
、
一
人
一
人
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

た
り
と
、
き
め
細
や
か
に
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
専
門
性
の
高
い
外
部
指

導
者
が
技
術
指
導
を
行
い
、
生
徒
の
興

味
関
心
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。

　

し
か
し
、
外
部
指
導
者
の
多
く
が
仕

事
の
や
り
く
り
を
し
な
が
ら
来
て
い
た

だ
い
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
外
部
指
導

者
に
負
担
を
か
け
て
い
る
。
今
後
も
、

合
気
道
を
続
け
て
い
く
上
で
、
外
部
指

導
者
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
状
況
の

中
、
保
健
体
育
科
教
員
の
資
質
向
上
を

は
か
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
合
気
道
は
和
歌
山
に
ゆ
か
り

の
あ
る
武
道
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
ふ

る
さ
と
教
育
の
側
面
も
持
つ
、
意
義
あ

る
授
業
と
な
っ
て
い
る
。

◇
外
部
指
導
者
の
講
評

　

１
年
生
、
２
年
生
の
方
々
に
武
道
の

授
業
を
通
じ
て
、
合
気
道
の
技
法
は
も

と
よ
り
、
挨
拶
を
は
じ
め
と
す
る
礼
儀

作
法
、
相
手
を
思
い
や
る
心
や
仲
間
と

の
協
調
性
な
ど
、
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
２
年
生
を
見
る
と
１
年
前
を
思

い
出
し
ま
す
。
人
間
的
に
も
大
き
く
成

長
し
て
い
る
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
興

味
を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
く
れ
る
姿
が

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

外部指導者に技を掛ける生徒

授業では、礼儀について丁寧に教える

　

授
業
は
合
気
道
師
範
等
を
外
部
指
導

者
に
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
て
、
保
健
体
育
科
教
員
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
授
業
を
と
お
し
て
技
法

は
も
と
よ
り
、
礼
儀
作
法
や
相
手
を
思

い
や
る
心
の
育
成
に
も
努
め
て
い
る
。

　

単
元
計
画
は
下
図
の
と
お
り
。

外部指導者が模範を見せる

　単元計画（１年）
7

はじめ

1 2 3 4 5 6

オリエンテーション

ン

外部指導者による実技講習

後 身

準備運動、補強運動

身 身後 身

準備運動 準備運動

なか

（合気道の歴史、

諸注意、授業の流

れ等）

礼法の仕方説明、

実技

受身の仕方説明、

実技

後ろ受身

前受身

逆半身片手取り

小手返し

相半身片手取り

小手返し

逆半身片手取り

角落とし

相半身片手取り

二教

後ろ受身

膝行

相半身片手取り

小手返しの復習

学習した技の復

習（錬成稽古）

おわり

、

整理体操、片づけ

思考
判断

技を身につけるため
の運動の行い方のポ
イントを見つけている。

学習した安全上の留
意点を他の練習場面

関心
意欲
態度

相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を守ろう
としている。

相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を守ろう
としている。

分担した役割を果た
そうとしている。

合気道の特性や成り 技 名称 行 方

基本となる技ができる。 基本となる技ができる。

技 名称 行 方

。るきでが作動本基。るきでが身け受ろ後能技

判断
に当てはめている。

知識
理解 立ちについて、学習し

た具体例を挙げている。

技の名称や行い方に
ついて、学習した具体
例を挙げている。

技の名称や行い方に
ついて、学習した具体
例を挙げている。

　単元計画（２年）

はじめ

61 2 3 4 5

オリエンテーショ

ン

外部指導者による実技講習

後 身

準備運動、補強運動

身 相半身片手取り後ろ受身

準備運動

なか

ン

（合気道の歴史、

諸注意、授業の流

れ等）

昨年度の復習

（礼法・受身）

後ろ受身

前受身

逆半身片手取り

小手返し

相半身片手取り

二教

逆半身えりもち角

落とし

一教

逆半身えりもち二

教

膝行

逆半身片手取り

角落とし

相半身片手取り

おわり

小手返し

相半身片手取り

整理体操、片づけ

二教

思考
判断

技を身につけるため
の運動の行い方のポ
イントを見つけている。

学習した安全上の留
意点を他の練習場面

相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を守ろう
としている。

相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を守ろう
としている。

分担した役割を果た
そうとしている。

関心
意欲
態度

基本となる技ができる。

合気道の特性や成り 技 名称 行 方 技 名称 行 方

。るきでが身け受ろ後。るきでが作動本基能技

つ に当てはめている。

知識
理解

立ちについて、学習し
た具体例を挙げている。

技の名称や行い方に
ついて、学習した具体
例を挙げている。

技の名称や行い方に
ついて、学習した具体
例を挙げている。


